
最終的な成果をどのように求めるかで、
必要な臨床研究は変わってきます。
Clinical Questionの具体化のあと、

ゴールをどのように設定しどう研究をしていくか、
皆様と考えていければと思います。

https://us06web.zoom.us/webinar/register/WN_uFR3ITMdQxisAZ42w3iLqQ

2024年 6⽉7⽇(金)16:00 〜17:00

ゴールを見据えた
臨床研究の枠組み

京都⼤学医学部附属病院
先端医療研究開発機構臨床研究⽀援部

加藤 貴雄 先⽣

自分の研究で明らかにしたことを、
どのように患者さんに適用するか、
まずこの点のイメージを明確にすると、
研究の進め方が変わってくることを
わかりやすく解説いただきます！
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